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1.　 組織の概要

1) 事業者名及び代表者名

アーテック株式会社

代表取締役　　林田 雅博

2) 所在地

本　　　　　社 〒856-0804

長崎県大村市大川田町435-3

TEL：0957-47-9110

FAX：0957-47-9150

e-mail：info@artech-c.co.jp

東京営業所 〒160-0004

東京都新宿区四谷1-10-2-312

TEL：03-6380-4212

FAX：03-6380-4213

3) 環境管理責任者

技術部　白濵 毅

e-mail  shirahama@artech-c.co.jp

TEL：0957-47-9110

４) 会社概要

　●資本金　　　　：300万円

　●法人設立　　 ：平成27年4月

　●事業内容　　 

1. 室内環境改善用木炭塗料「ヘルスプロテクト」

2. 防蟻・防腐用木炭塗料「アンダープロテクト」

3. 室内環境改善システム「スミキャス」

一般社団法人住生活リフォーム推進協会

特定非営利活動法人日本自然素材研究開発協議会

一般社団法人　長崎県建築士事務所協会

一般社団法人 日本建築医学協会

一般社団法人　倫理研究所　長崎県倫理法人会

長崎県中小企業家同友会

スモールサン

長崎経済交流会

５) 認証・登録の範囲

当社は,全事業・全組織を登録範囲としています。
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　●加入団体



2.　 環境経営方針

１．安心・安全な環境配慮型製品の開発・販売促進に取り組みます。

　　①電気・燃料の使用量削減による二酸化炭素排出量の削減 

　　②水使用量の削減 

　　③廃棄物の削減及び再資源化の推進 

　　④化学物質使用量の削減・適正管理

　　⑤グリーン購入の推進 

３．当社の事業活動において関連する環境関連法規等を遵守します。

４．地域社会における環境保全活動を実施し、地域の環境保全に取り組みます。

５　環境経営レポートを作成し公表します。

制定日：2022年1月10日

アーテック株式会社

代表取締役　林田　雅博

     ＜環境経営理念＞ 

２．環境負荷低減については以下の項目に取り組みます。

　　＜環境経営方針＞ 　
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アーテック株式会社は、建築資材製造の事業活動を通じて地球・地域環境との調和を目

私たちは効率と便利さを口実とすることなく、 環境と身体に負荷を与えることのない安心

安全な製品づくりと企業活動を通じて社会に貢献します。

指し、エコアクション２１に基づく環境経営システムを構築して、継続的な改善を推進します。



3.　環境経営目標 2022年度～2024年度

当社の環境経営目標は2021年度実績を基準値として策定しています。 (各年度は４月～翌年３月とします。)

kg-CO2 15,659 15,502 15,346 15,189

本社 kWh 11,496 11,381 11,266 11,151

東京営業所 kWh 2,759 2,732 2,704 2,677

全社 L 3,838 3,800 3,761 3,723

本社 ｋｇ 10.3 10.2 10.1 10.0

本社:(原材料水含) ㎥ 126.89 125.6 124.4 123.1

一般廃棄物 ㎏ 827.4 819.1 810.9 802.6

産業廃棄物 ㎏ 1,328.0 1,314.7 1,301.4 1,288.2

ー

件数/年 3 4 5 6

缶 386 400 500 600

※　購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は、九州電力2020年度、 0.479㎏-CO2/kWh、

　　　東京電力2020年度、0.441㎏-CO2/kWhを使用。

項目 単位

目標

2023年度
(▲2％削減)

2022年度
(▲1％削減)

基準年度
（2021年度 ）

2024年度
(▲3％削減)

液化石油ガス（LPG）使用量

5．グリーン購入の推進 
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１．全社二酸化炭素排出量の削減

　　電気使用量

　　ガソリン使用量

3．廃棄物排出量の削減（総量）

事務所周辺,地域の清掃美化に取組む

2．水使用量の削減

使用量が少なく、目標設置せず適正管理に努めます。

２回/年以上を継続

6．自社製品サービスの環境配
慮（木炭商品の販売拡大）

7．地域貢献活動の推進

4．化学物質使用量の削減



4.　環境経営計画

環境経営目標達成、事業活動における環境への負荷を低減するために、以下の活動に取り組みます。

担当者 責任者

1.使用していないパソコンの電源を切る 全従業員

2.未使用時の電気消灯 全従業員

3.エアコンの温度に留意する 全従業員

1.アイドリングストップの徹底 全従業員

2.エアコンの適切な使用 全従業員

3.法定速度の厳守・エコドライブ運動の徹底 全従業員

4.タイヤ空気圧の点検を定期的に実施する 全従業員

1.給湯器の温度に留意する。 全従業員

1.水をだしっぱなしにしない 全従業員

2.水道の蛇口を調節して必要以上に使わない。 全従業員

1.廃棄物の分別を徹底する 全従業員

2.コピー用紙　裏紙を利用する 全従業員

3.両面印刷を心がける 全従業員

1.廃棄物の削減・分別を徹底する 全従業員

2.廃棄物の再資源化、再資源化先の開拓に努める。 全従業員

1.SDS入手による適正管理

2.最小限の購入、保管

1環境対応商品を導入する。 全従業員

1.自社製品製造販売の拡大（缶数の増加）

2.開発特許の出願件数拡大

1.事務所周辺,地域の清掃美化に取組む 全従業員 総務部門長

2.水使用量の削減

₋5₋

製造・技
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　5.　実施体制

区分

1. 経営における課題とチャンスを整理、明確化

2. 環境経営方針の策定

3. 環境管理責任者の任命

4. 経営資源の準備

5. 代表者による全体の評価と見直し

6. 環境経営レポートの承認

7. 環境経営目標及び環境経営計画の承認

1. EA21システムの確立、実施推進、維持管理

2. 環境への負荷及び取組みへの自己チェックの実施

3. 環境経営目標及び環境経営計画の策定

4. 環境経営レポート作成

5. EA21に関する実績把握と報告

1. EA21責任者の補佐業務

2. 環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況確認

3. 環境文書類の作成、管理

4. その他EA21に関する業務

5. 教育、訓練計画の策定の実施

1. 環境経営方針の理解と環境への取り組みの実施

代表取締役

製造部

部門長

技術部
部門長

総務・経理部
部門長

白濵 毅

当社は全事業・全

組織を登録範囲と

しています。

林田 雅博

役割・権限

東日本営業
部門長

西日本営業
部門長

他１名

環境管理責任者
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　6.　環境経営目標の実績・取組結果とその評価　(実施期間：2022年４月～2023年3月）

環境経営目標の実績及び評価は、以下のとおりでした。

(各年度は４月～翌年３月とします。)

基準年度

年間目標 

2022年度

kg-CO2 15,659 15,502 90% △

本社 kWh 11,496 11,381 101% 〇

東京営業所 kWh 2,759 2,732 74% ×

全社 L 3,838 3,800 87% ×

本社 ｋｇ 10.3 10.2 108% 〇

本社:(原材料水含) ㎥ 126.9 125.6 109% 〇

一般廃棄物 ㎏ 827.4 819.1 117% 〇

産業廃棄物 ㎏ 1,328 1,314.7 112% 〇

ー ー 〇

件数/年 3 4 100% 〇

缶 386 400 105% ○

２回/年
以上

2 2 300% ○

※　目標達成率：削減目標：（目標/実績）×100　、増加目標：（実績/目標）×100

※　評価判定は９7％以上は○　９０％～97％未満は△　　90％未満は×

※　購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は、九州電力2020年度、 0.479㎏-CO2/kWh、

　　　東京電力2020年度、0.441㎏-CO2/kWhを使用。

　　電気使用量削減

5.グリーン購入の推進 

3,673

4,377

700.0

2021年度実績
年間実績

6

1170.0

使用量が少なく、目標設置せず適正管理に努めま
す。

4

418

115.0

項目

2022年度

6.自社製品サービスの環境配
慮（省エネルギー型製品の生
産割合の向上）

7.地域貢献活動の推進

1.二酸化炭素排出量の削減

　　ガソリン使用量削減

17,217

11,303

評価

3.廃棄物排出量の削減

4.化学物質使用量の適正管理

　全社二酸化炭素排出量

目標
達成率

（2022年4月～2023年3
月）

2.水使用量の削減

　　LPG使用量削減

単位

9.4

7



 7.　

1 二酸化炭素排出量の削減

・コロナ禍の影響も少なく、営業活動が活発になり、排出量が増えた。

・使用していない部屋の電気やパソコンの電源を消すように徹底する。

・ガソリン使用量はエコドライブを認識し、省エネに繋がる努力する。

・コロナ禍の影響も少なく、営業活動が活発になり、事務所での電気使用量が増えた。

・使用していない部屋の電気やパソコンの電源を消すようする。

・エアコン設定温度を管理し、省エネに繋がる努力をする。

・年間トータルでの達成を目指す。

・コロナ禍の影響も少なく、営業活動が活発になり、ガソリンの使用量が増えた。

・各々運転の仕方を工夫し、省エネに繋がる努力をする。

・エアコンの使用を工夫し、省エネに繋がる努力をする。

・目標は達成できた。

・冬期次期の給湯器の設定温度を留意する。

2 水使用量の削減

・目標は達成できた。

・今後も水の出しすぎに注意し、これからも節水を継続していく。

3 廃棄物排出量の削減

・目標は達成できた。

・事務所でのゴミの分別、コピー用紙の裏紙利用を引き続き徹底する。

・目標は達成できた。

・廃棄物の分別も徹底する。可能なかぎり再資源化している。

実施期間の評価(次年度の取組内容含む)

実施期間の評価(次年度の取組内容含む)

水使用量の削減

環境経営活動の取組結果に対する評価・次年度の取組ついて

ガソリン使用量の削減
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取組対象 実施期間の評価(次年度の取組内容含む)

電気使用量の削減

LPG使用量の削減

全社

　一般廃棄物

　産業廃棄物

取組対象

取組対象



4 　化学物質使用量の適正管理

SDSを入手し、適正管理をおこなうことができた。

引き続き継続した適正管理を行う。

5 　グリーン購入の推進

グリーン購入対象事務用備品を購入し目標を達成できた。

引き続き、グリーン購入対象製品の購入品目を増やし、目標達成を目指す。

6 自社製品サービスの環境配慮

環境負荷の少ない製品の製造数量目標を達成できた。

継続して、環境配慮型の製品の製造を行うとともに、新たな環境負荷の

すくない製品の開発を行う。

7 地域貢献活動の推進

・本社周辺の定期清掃は以前から実施している。

・今後も、全社で活動に取り組んでいく。
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取組対象

自社製品サービスの環境配慮

取組対象 実施期間の評価(次年度の取組内容含む)

地域貢献活動の推進

取組対象 実施期間の評価(次年度の取組内容含む)

化学物質使用量の適正管理

実施期間の評価(次年度の取組内容含む)

取組対象 実施期間の評価(次年度の取組内容含む)

　グリーン購入の推進



①対象となる主な環境関連法令は次のとおりです。

○廃棄物の処理及び清掃に関する法律

○化管法SDS制度

○消防法

○労働安全衛生法

○道路交通法

○改正フロン排出抑制法

○グリーン購入法

○長崎県環境基本条例

〇家電リサイクル法

〇自動車リサイクル法

・コロナ禍の影響も少なく、営業活動が活発になり、排出量が増えましたが、今後も継続して

　排出量削減に取り組んでまいります。

　引き続き、グリ－ン購入の推進、地域の清掃活動にも積極的に参加し、事務所周り

　の緑化活動も積極的に行っていきます。

・今回、改めて事務所や工場から出る環境負荷の多さに何をどう削減したらよいかということ

　から始めましたが、まだまだこれから改善していかなければならないことのほうが多いことに

　気づかされました。よかったことは、従業員一人一人が環境を意識し、排出量削減を意識す

　るようになりました。まだ、目に見えて削減効果は現われていませんが、今後も意識して減

　らせるものは減らしていけるように、会社全体で取り組んでいきます。

代表取締役　林田 雅博

8.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

9.代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年6月5日

環境管理責任者　白濵 毅

今後においても環境関係法規、条例等を理解した上で、法律の遵守に努めます。

   当社は、環境活動取り組みの一環として定期的に環境関連法規の遵守状況を確認しており

環境関連法規への違反はありません。

　　また、訴訟についても同様にありませんでした。
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アーテック株式会社

2023年6月5日

②違反、訴訟等


